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公表：令和 6年 1月 9日 

保護者等数（児童数） 50名   回収数 35名 割合 70％ 

事業所名  所沢市立かしの木学園 

  
チェック項目 はい 

どちらと

もいえな

い 
いい

え 
わからな

い ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環
境 

・ 

体

制

整

備 

1 
お子様の活動等のスペースが十分に確保

されているか 
35 0 0 0 

・教室では思いきり体を動か

せる所もあり、座っておもち

ゃで遊べる所もあるし、十

分に確保されている。 

 

引き続き、園児の年齢

や特性、療育の内容を

考慮し、安全に活動が

行なえるよう配慮してい

きます。 

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 31 3 1 0 

・人数が多い時など、もう一

人いても良いのかなと思い

ました。 

・日によって職員の配置数

が少ないと感じる時があ

る。 

・STにも介入してほしいで

す。 

・常に子どもをみてくれてい

る安心感があって、何か起

きた時には適切に対応して

くれる。 

 

療育に関する専門知識

を持った職員（保育士、

児童指導員、児童発達

支援管理責任者、社会

福祉士、理学療法士）

を法令に基づき配置し

ています。臨床心理や

作業療法士による相談

支援を定期的に行って

います。職員の配置に

ついては市に相談して

いきます。 

3 

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ

れた環境❶になっているか。また、障害の

特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリ

ー化や情報伝達等への配慮が適切になさ

れているか 

31 4 0 0 

・視覚的支援を充実させて

欲しいです。 

・わかりやすい環境になって

いるので、子どもも一度覚

えたら自ら動けるようにな

っている。 

 

特性に配慮した環境設

定ができるよう検討して

いきます。 

 

4 
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環

境になっているか。またお子様の活動に合

わせた空間となっているか 
29 4 1 0 

・手洗いスペースも低くなっ

ていて洗いやすいし、清潔

にされている。 

衛生や快適さに留意

し、整備や配慮を行っ

ていきます。設備の改

修については市に相談

していきます。 

 

 

 

 

 

5 
お子様と保護者のニーズや課題が客観的

に分析された上で、児童発達支援計画（個

別支援計画）➋が作成されているか 
32 2 0 0 

・相談をしたことを覚えてい

てくれて、それが支援計画

にしっかり反映されている。 

・PTの先生も他の先生も細

やかにみてくださっていま

す。 

 

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 
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適

切 

な 

支

援

の

提

供 

6 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ

イドラインの「児童発達支援の提供すべき

支援」の「発達支援」、「家族支援」、「地域

支援」で示す支援内容から子どもの支援に

必要な項目が適切に選択され、その上で、

具体的な支援内容が設定されているか 

33 1 0 1 
 

 

ガイドラインに則した支

援計画を立案していま

す。 

7 
児童発達支援計画に沿った支援が行われ

ているか 
34 1 0 0 

・日々の療育で、苦手なこと

にチャレンジさせてもらった

り、好きな事を通して、得意

なことをのばしたり、とても

考えて支援してくださってい

るなど感じています。 

・特性に合わせて、絵カード

等をもっと活用してほしい。 

児童の特性に合わせ、

支援内容を検討してい

きます。 

8 
活動プログラム❸が固定化しないよう工夫

されているか 
29 5 0 0 

・いつも違う遊びを準備して

頂いています。 

・言葉が出ず悩んでいるの

で言語聴覚士を配置して

ほしい。 

児童の特性に配慮した

プログラム立案を行い、

季節に応じた活動や

様々な感覚刺激を取り

入れた活動の提供をし

ていきます。専門職の

配置については市に相

談していきます。 

 

9 

保育所や認定こども園、幼稚園等のとの交

流や、障害のない子どもと活動する機会が

あるか 

6 7 14 8 

・まだない。 

・コロナが少し落ち着いたら

交流の機会があると嬉し

い。 

コロナ禍により実施でき

ていませんでした。現

在、実施を前向きに検

討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 
運営規程、利用者負担等について丁寧な

説明がなされたか 
33 0 0 1 ・とても丁寧にされた。  

11 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

容と、これに基づき作成された「児童発達支

援計画」を示しながら、支援内容の説明が

なされたか 

32 1 0 2  

 

12 
保護者に対して家族支援プログラム（ペア

レント・トレーニング➍等）が行われているか 
20 10 2 3 

・「ペアレントトレーニング」と

いうワードが出たことがな

いからよく分からないけど、

親はどう接したらいいかの

アドバイスはよくして頂け

る。 

・毎回必ず体操があり、一緒

に取り組んでいます。 

ペアレントトレーニング

とは講習会の他、普段

行う療育活動の中か

ら、家庭で行える関わり

を持ち帰ってもらうこと

も指しています。 

今後も家庭支援につい

てペアレントトレーニン

グも含め、継続できるよ
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保

護

者

へ

の

説

明

等 

う努めていきます。 

13 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの健康や発達の状況、課題につ

いて共通理解ができているか 

33 1 0 1 

・連絡ノートにも子どもの状

況を書いていただけるし、

こちらから聞けば、いつで

も丁寧に教えてくれる。 

・定期的に面談してください

ます。 

 

14 
定期的に保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか 
31 2 0 2 

・定期的にもあるし、助言等

はいつでもしてくださる。 

・とてもそう感じます。 

 

15 

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の連携が支援さ

れているか 

14 8 2 10 

・学習会で他の保護者の方

と少しお話をする機会があ

りました。 

・まだそのような機会はあり

ません。 

保護者同士のつながり

は大切と考えておりま

す。学習会や保護者交

流会等、保護者の方が

交流できる場を引き続

き企画していきます。 

16 

お子様や保護者からの相談や申入れにつ

いて、対応の体制を整備するとともに、お子

様や保護者に周知・説明され、相談や申入

れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

るか 

28 4 1 1 
・空調が壊れているようだ

が、改善されない。 

空調のメンテナンスは

定期的に行っています

が異常はなく、建物自

体が異常気象に対応で

きていないことが挙げら

れます。保護者の方か

らの意見を市に伝え、

室内環境の改善を図っ

ていきます。 

17 
お子様や保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮がなされているか 
34 1 0 0 

・連絡ノートでやりとりができ

ている。 

 

18 

定期的に会報やホームページ等で、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報や業務

に関する自己評価の結果を子どもや保護

者に対して発信されているか 

30 1 0 4  

毎年国の方針に沿った

内容の自己評価を行

い、ホームページに公

表しています。 

非

常

時
19 個人情報に十分注意されているか 32 1 0 1 ・されている。 
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等

の

対

応 
20 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルを策定し、保護者に

周知・説明されているか。また、発生を想定

した訓練が行われいるか 

33 2 0 0 
・メールも送られてくるし、お

たよりでも周知されている。 

マニュアルをそれぞれ

作成し、職員研修にて

シュミレーションを兼ね

た訓練を毎年行ってい

ます。 

21 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか 
33 1 0 1 ・まだ参加していないため。 

年 5 回、法令に基づい

た避難訓練を実施して

いる他、年 5 回安否確

認メール訓練も行って

います。 

 

 

 

 

 

 

満

足

度 

22 お子様は通所を楽しみにしているか 34 1 0 0 

・とても楽しみにしています。 

・どこに行くのか理解できて

いるわけではありません

が、回数を重ねるごとに、

声や動きが良くなり、家と

似た行動も出てきました。 

 

23 事業所の支援に満足しているか 35 0 0 0 

・子どもも楽しみにしている

し、先生方もよくみてくださ

るのでとても満足していま

す。 

・いつもありがとうございま

す。 

・先生方の対応や環境はと

ても満足していますが 12

時までのプログラムなので

すが、いつも 15分～20分

前には帰るというシステム

で 1 ヶ月 1時間近くロスし

ていると思っています。料

金が発生しているのでそこ

は 15分でできる事をやっ

てほしいと思っています。

食事のスタートがバラバラ

なので「ごちそうさま」もバ

ラバラで食べ終わった人か

ら遊び、帰る準備の為、遅

くに食事スタートした子は

気が散ってしまう環境で

す。「いただきます」は皆で

そろえて欲しいです。 

クラスという小集団の中

で個々に合ったサービ

ス提供ができるよう環

境調整、プログラムづく

りに努めていきます。 

当園をご利用の皆様に

ご満足いただけるよう、

今後も職員一丸となっ

て事業運営をしてまい

ります。 

 


